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鳥取煉中部地方に於ける甲状腺性について

第 1- 2報

岡山大挙放射能 泉研究所内科 (所長 大島良雄教授)

常 襲 士 青 田 作 衛

第 1報 一 般 人 の 甲 状 腺 僅

1. 緒 言

地方病性甲状腺腫は,有名なスイス山岳地

帯のそれをはじめとし,世界各洲に於てそれ

ぞれ一定地域に存在するが,本邦関係 で は,

高森教授等7'は満洲に,河石教授等2'は素麿

にその存在を報普 し,内地に於ては武田教授

等3)により北海道に,また,兵庫賑六HjLIL下

の-村にその存在が報薯せられ4'ていただけ

であったが,最近, 田部教授等5'6', 中村■教

授等7) は凶軌 こ於いて, 七催教授等8'9'は群

馬解に於いてその存在を報薯 している･

地方病性甲状腺瞳の原因としては,ヨ-ド

摘取の寡少,ビタミンA又は B紋乏の閲輿,

食料水中のカルシウム,マグネシウムの過剰,

花柳菜類中の配糖鱒等が撃けられている･一

方,1)t拍il-70)等によれば,ラヂウム線によっ

う9

て甲状幌横能は抑制せられるといい, Lang

等附は,弧レ｣二地放射能の影響下にある仕鳥

に於いては,叩状膜旗能減退症状であろ甲状

膜輝が多数観察される, と報菅 しているが,

我園に於いては,まだこの種の調査報背に接

しないのみならず又, 北海道を除き, 内地

した基本となるべき資紬 ま,前記の桝園,秤

馬願のそれぞれ-部についての報薯に揺する

だけで,その他,購範囲多数町村についての

報告は見受けたい.よって筆者は,放射能滝

泉の甲状幌機能に及ぼす影響の一端をうかが

L,I,且つ叉,闘 ･.'E固一般仕上Cの甲状膜性の調

4J;'資料を得る目的で,我国屈指の放射能泉で

あt),放射能tRL泉としては我国最強の三朝通

泉,関金温泉の存在する鳥取願中部地方に於
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ける一般住民の叩状脱瞳の調在を茸施したの

で,ここにその概要を報告する.

Il.調 査 方 法

Lfj状挽瞳の調香方法として用いる甲状腺怪

火度の分期基準は,Diet(汁le,高森,河石,中

村,七族等諸家がそれぞれ一定の方式を採榊

している.Eggenbel■gel●によれば, 正常の

甲状晩は,臨床的に,親診上にも燭診上にも

甜 咽できないものであり,正常の 3倍以上の

大きさになって,はじめて燭知できるもので

あるといい,病的偉大の限｣酎こついても,諸

家の閏に必ずしも意見が一致しているとはい

えない.本調査に於いては,病的限鼎を何虎に

穿 くべきかは論じないで,調奄FI的上,簡便,

且つ精確と思われる次の如き分顛記戟法を用

いた.

0度 :いかなる頚位に於いても,叩状陳を

沌診上にも触診上にも認められない

もの.

1度 :薄常の頚位に於いて明 大膜を輯診上

認められないが,髄知できるもの.

IJ度 .･軍常の部位に於いて軽度に腫脹 した

tF状悦を視診上認められるもの し勿

論,聞知できろ.このことはⅠ度以

第 1国 鳥

作 槽

上の各度に於いて共通である.)

ⅠⅠ一度 :甲状膜の形態が, 首に輪をはめた

ように著明に膨隆 して見えるもの.

IV度 :甲状腺が瞭癖状に著 しく前 方 に突

別して見えるもの.

V度 :甲状瞳が巨大で懸垂状を呈 す る も

の.

この分額記載法を,河石法,七催法と封解

して表示すれば,ほぼ次の如 くである.

1
七億法 】 河石法 1筆者 の法

()比 一一---:一一 0蛇

'(比 T----
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1日.調 査 封 象

鳥取願中部地方として,東伯郡滋に気高郡

揖村町を限定した.

取 楳 金 団

この地方から,昭和23年12月以降,昭和

'24年8月までの問に,東伯郡三朝村にある周

りJ天草放射能泉研究所内科'7)外来を訪れた受

診者877名を調奄到象とした.性別は91478

名,女399名.年齢別では0歳から79歳に旦

I),柄類別は,滑化器疾患447乳 呼吸器疾患
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199名,新陳代謝疾患 79名,侍染性疾患 36 ある.

名,循環器疾患 34名,紳鮭系疾患 29名,耳

鼻咽喉疾患 9名,遥動器疾患 8名,泌尿路疾 IV.調 査 成 績

患 8名,内分泌疾患 6名,皮膚疾患 2名,血液 第 1表,第 2奉に示す如 くであるが,その

造血器疾患 2名, 中毒 1名, 健康者 17名で 概要を述べれば次の如くである.

第 1表 鳥取願中部地方に於ける甲状脱隆大慶
(性別 年齢別)
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1) まづ組数についての成績は,0度のも

の79.6%,Ⅰ度 16.5%,ⅠⅠ度 3.4%,ⅠⅠⅠ度

0.3%,ⅠⅤ度0.1%で,Ⅴ度は認められない.

甲状脱髄知率 (Ⅰ度以上合計の%に相富,以

下解知率と略栴する.)は20.4%で, ⅠⅠ度以

上の合計は3･8%である.

2) 性別では,男は0度 88.3%,Ⅰ度10.5

%,II度 1.3%,III度以上は認められない.

燭知率 11.7%,ⅠⅠ度以上 1･3%である. 女

では0度 69.2%, Ⅰ度 23.8%, II度 6%,

III庶 0.8%, IV皮 0.3%で,髄知率 30.8

%,ⅠⅠ度以上 7%である.

各度に於ける男女の%は,いづれも危険率

0.001以下12Jtで, 0度に於いては女は男よL)

小, Ⅰ度,ⅠⅠ慶に於いては逆に大である.従

って,尚知率並にII度以 F.の%は, 女が塊
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第2表 鳥取願中部地方に於ける甲状陳瞳大慶
(町 村 別)



鳥ユ床版中部地方に於ける甲状腺腫について (節1-2戟)

より大で,解知率に於 い て約 2.6倍,ⅠⅠ度

以上の%に於いて約 5.4倍である.

3) 年齢別では,15歳から19歳までの年

齢唐に簡知率並にⅠⅠ度以上の% が 最 高 で,

(但 し,その前後の年齢層との間に有意 差 は

認められない)俄知率47.7%,内,#127.3

%,女68.8%,II慶以上の% 12.3%,内,

タ19.1%,女15.6%で, 攻で20歳から24=

歳までの年齢盾で.それより年長或は年少と

なるに従い,ほぼ減少する傾向を示 して い

ち.

4) 町村別では,最小人口1100人,最大

人口200仲 人を有するこれら各町村に対 して

調奄例数が僅少であるが,44町村の内,解知

率では上中山村の60%を筆頭とし, 中北催

村 45.5%,上郷村42.9%.棒津村40%,小

鹿柑37,5%等が高率で,南谷村,以西村等の

0%が最低率である.

放射能遮泉所在地である三朝村, 失 速 村

(閲全通泉), 潰村町の閣知率は, それぞれ

16.9%,0%,14.3%である･

放射能通泉所在地 3阿J村の解知率は,危険

率0.05以下で, 最高率 5村の槻知率より小

であるが,一方,最高率5村以外の各町村の

髄知率並に全町村平均闇知率20.4=%との閏

に有意差は認められない.即ち,放射能温泉

所在地町村の簡知率が他町村より特に大であ

るとはいえない.

V.考 接

1) 鳥取願中部地方は,日本海に拾い,南

北28キロメートル以内に存 し,東西約 4=0キ

ロメートル,面積約800平方キロメー い L･の

院城で,南部と東部は山岳に境せられ,西南

端には白山火山帯に属す･る大山を控え,大部

分は火山衆に覆われた黒土帯 で あ る.人 口

14寓飴で,住民の大部分は農耕に従事 し,漁

栄,林業,牧畜を兼ねるものが多 く,一部が

商工業に従事 している.主食は米変で,飲料

水は一部に遮泉水,谷清水等の外は大部分井

戸水であり,食門憶として特記すべきものは

43

ない.

北海道を除き,内地に於いては,地方病性

甲状腺任の存在は,最近まで一般に否定せら

れてお り,基準資料となるべき内地一般人の

甲状腺怪の調奄成績は,既述の如 く, 四囲,

群馬螺のそれぞれ小範囲についての報薯以外

見受けない.この鮎に於いて,筆者の調在成

績は,病院を訪れた受診者を封象としてはい

るが,相席範囲に於ける調在成績として,一

つの基本資料を捉供するものと考 え る.鉛,

この調喬に於いて,甲状腺横能異常を明かに

認めたものは数名に過ぎず,他はすべて単純

性甲状悦陸と認められた.

2) 鳥取願中部地方には,既述の如 く放射

能遮泉として,三朝,謝金,演村の3塩泉が

湧出し,その内,三朝過泉は日本最強の放射

能遮泉で,その放射 能 は最 低 11.6×10-1o

Gurje/i,最高852×101oGul･ie/l'3',関金通

泉】4),演相通泉J4'は之に次ぎ易易放射能塩泉で

ある･いづれも,その放射能の大部分はラド

ンによるものとされていたが,最近枚-部の

ものの浴水,浴董峯嘉中よt)ト｡ンが詮咽せ

られるに至ってしつる∫5-.これらの過泉地の住

民の多くは,放射能温泉を入浴並に飲用等に

日常使用している関係上,放射線の影響を多

分に受けているものであるが,甲状腺腫率の

比較に於いては,他町村住民との問に特別な

差は認められなかった.この理由については

放射能が,泉水飲用前の煮沸,浴槽に於ける

揖拝等による減弱等の因子も加わって,甲状

腺機能抑制を惹起するまでの強い影響を及ぼ

していないためであるかも知れないと考えら

れる.

Vl. 結 論

1) 鳥取願中部地方の一般住民で,岡山大

学放射能泉研究所内科外衆を訪れ た受 診 者

877名について甲状腺腫大慶を調査した.

2) 頻度は, Ⅰ度 16.5%, ⅠⅠ度3.4%,

ⅠⅠⅠ度 0.3%,ⅠⅤ度 0.1%でⅤ度は見 受 け

られなかった.
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3) 甲状腺腫は,15歳から19歳までの年

齢者に最 も高率であ り,又,女は男より高率

であった.

4) 放射能塩泉の存在する町村に於いて特

に甲状晩隆率が高いとゆうが如 き事実は認め

られなかった.

稿を終るに臨み,御懇篤な御指導北に御校閲を

頂いた恩師大島教授,並に,協力を頂いた森永博

士,′ト野田雷撃士に深謝する･

(本論文の要旨は,昭和24年10月30日,第4垣)

日本内科挙骨中国四国地方骨に於いて発表した')
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第 2報 小 学 生 ,中 学 生 の 甲 状 腺 腫

1. 格 言

筆者はさきに第 1報に於いて,鳥取願中部

地方の-焼入につき甲状腺腫の調香成績 を報

貸 し,放射能遮泉と甲状腺睦との関係を葦表

したのであるが,東に,その朗係を明確にす

る目的で,小学生並に中学生 (新制)につい

て調杏を質施 したので,第 2報 としてその調

査結果 を報昔する.

ⅠⅠ.調査方法と封象

甲状腺瞳大慶の分類記載法は第 1報 と同様

に行った.

調香封象は鳥取願中部地方 13町村の 小 学

生掛 て中学生 (以下,学童と略柄する)･･全員,

_912864名,女 2848名,合計 5712名である.

年齢は満 6歳から満 15歳までに相 嘗 す る.

13町村の内諾は,第 1報に於いて調 査 した

44町村の内,放射能温泉所在地である三 朝,

失速(関金塩見),演村の 3町村,甲状脱髄知

率(Ⅰ度以上合計の%)の高かった 8町村,≡

朝村の隣村の三徳村,並に第 1報に於いては

調整を貰施 しなかった気高郡青岡村で あ る,

(第 1報第 1圏参照)

第 1回調蚕を昭和 25年 1月中旬 か ら2月

中旬までに,第 2回調杏を同年 8月下旬から

9月中旬までに賓施 した.4_Fl_し, 第 2回調布

は事情によりその中の 8町村だけについて葦

施 した.

1日. 調 査 成 績

冬季に軍施 した第 1回の調香の成績につい

て概要 を述べれば攻の如 くである. (第 1表
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4(; 菅 田

参照)

1) 全軍葺では,0度 19･4%, Ⅰ度56.7

%,ⅠⅠ度21.6%,III度 2.4%でVI度以上

は認められない. 甲状膜燭知率80_6%,陽

性率 (仮にⅠⅠ度以上を陽性と見倣す)24%

で,甲状腺腫は殆んど絶てが軍純性甲状膜瞳

と認められた.陽性率並に髄知率最高の上郷

村では, 0度 11.5%, L度54=.3%, II度

33.5%,III度 0.7%,簡知率88.5%,陽性

率34.2%である.

･2) 小畢生では, 0度 22･4%, I度58.6

%,ⅠⅠ度 17%,III度 2%,闇知率 77.6%,

陽性率 19%である. 陽性率最高の宇野村で

紘,0度 12.8%,Ⅰ度55.6%, ⅠⅠ度 26.8

%;-1ⅠⅠ度4.8%,燭知率87.2%,陽性率

31.6%である.

3) 中畢生では,0度 13.8%,I慶53%,

II度 29.9%,ⅠⅠⅠ度 3.3%,鯛知率86.2%

陽性率332%である. 簡知率並に陽性率最

高の三徳村では,0度 2%,Ⅰ度 36.4%,Ⅰ丁

度 54.5%,1II度 7.1%,鶴知率 98%,陽

性率61.6%である.

4) giと女とを比較すれば,女は0度とⅠ

度に於いて男よL)低率であるが,II度以上に

於いては逆に高率である.これは小畢生,中

畢生,仝撃童の各々について危険率0.001以

下で有意である】).但 し,小学生だけは,I度

に於いては女はillより高率である.之を要す

るに小撃も 中学生,全軍童のいづれに於い

ても,女は男よL)簡知率並に陽性率に於いて

高率である.

5) 小学生と中畢生を比較すれば,危険率

0.001以下で,中学生は0度とⅠ度に於いて

′j､畢生よt)低率であるが,II度以上に於いて

は逆に高率である.即ち,中学生は小堺生よ

り嘱知率並に陽性率に於いて高率である.

6) 8打捕.(第 1表Ffl○印を附けたもの)

についての冬季に放ける第 1巨か)調 奄 成 績

と,夏季に於ける弟 2回のそれとを比較すれ

ば,冬季に於いては夏季より燭知率に於いて

性に大である (危険率0.05)が,陽性率に

作 祷

於いては有意差を認めない.

7) 各町村について,代表的飲料水,_jiと

して/J､畢校の井戸水を1箇所づつ採取し,カ

ルシウム(KMnO4滴定法)マグネシウム(比

色法一声樺法El)),弗素(Zirconil】m-AlizELrin-

Sulfonate法)の定量を賓施 した. その成績

は第 1表に示す如 く,カルシウムは1.7mg/i

-14.2111g/l, マクネシウムは1.2mg/l- 5

ll-g/I,弗素は0.51】一g/l以下で, マグネシウ

ム量に於いて僅にI正常値よJ)大である2.3の

ものがある外,すべてiE常値範囲内にある.

IV.考 操

学童の叩状腺隆の調査は,畢童が菖 該町村

内の殆んど各地域から参集 している事,叉,

殆んど各戸毒に畢茸の居る場合が多い た め,

集閣槍診として甚だ好都合で,従水諸家によ

り屡々用いられてきた所である.本邦関係で

は高森教授等3)の浦洲に於ける,河石教授等

4)の基線 こ於ける, 武田教授等5)の北海道に

於ける調奄があり,北海道を除 く内地に於い

ては,最近, 田部教授等6)7)中村教授等 8)が

凶軌 こ於いて,七催教授等 9)10) が群馬願並に

藤滞市に於いて,村上等lりが庚島願に於いて

調恋を賓施 しているが,それらの調査成績と

筆者のそれとを比較するに,小学生並に中畢

生を合せた全軍童については,非甲状腺陸地

である藤津ffIの陽性率 (筆者の法のII度以

上に相恩)1.9%,群馬軌 こ於ける最高 率 で

ある興奮屋部落24.5%,U_LT園に於ける最 高

率である愛媛解金川四校 36.1%に封 し,良

取願中部地方24%,同地方に於ける最 高 率

である上郷村 34.2%である, 小 学 生 に つ

いては,凶園に於ける最高率である愛媛据参

川東校の陽性率 53%,参川西校の32%に封

し,鳥取願中部地方は19%,三同地方に放け

る最高率である字野村 31.6%である. 中畢

生については,匹個 に於ける最高率である徳

島幣木屋平校の陽性率 50%に封 し, 鳥取取

中部地方は33.2%, 同地方に於ける最高率

である三徳村では_61,6%である.即ち,小
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畢生,中学生.全軍萱各々を通じて凶園に於

ける報告に匹敵する高率の貫純性甲状膜任を

認めたのである,

この高率の軍純性甲状腺握の原因について

は,各町村の一部について,飲料水中のカル

シウム,マグネシウム,弗素量の測定を等施

したが,殆んど正常値範囲内にある事を認め

たので,今後の研究に保たぬばならない.

女は男に此 し,叉,中学生は′ト畢生より陽

性率が高い事は,諸家の成績と→致 して い

る.

宴李に於いては血管携張等の田子に よ り.

冬季に於けるより甲状悦軽率の高い事が考え

られるのであるが,筆者の調査に於い て は､

被検者が旺盛な篭育期にあL),且,夏季の調

査時に於いては冬季のそれより5箇月若年で

あったためか,陽性率に有意差は得られなか

った.

放射能遮泉の存在する町村の畢童と他町村

尊重の陽性率を比較すると,放射能温泉所在

地である三朝,突進,演村 3町村は,調 奄

13町村の内,垂畢童についてはそれぞれ第 6

位,第3位,第 13位であり, 小畢生につい

ては,第 9位,第 5位,第 8位であり,中畢

生については第 2位,｢第4位, 第 13位であ

って,特に他町村より高率であるとゆう尊書

は認められなかった.この事は第 1報に於け

文
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る一般人についての成績と同様である.

V.結 論

1) 鳥取,W.中部地方の 13町村の′ト学生.中

畢生全員5712名について甲状腺腫大慶 を調

茶 した.

2) 匹7園に於ける報告とほぼ匹敵する高率

の軍純性甲状腺怪を認めた･

3) 女Lj:甥,よL),中畢生は小学生よi)甲状

腺喝知率並に暢僅率が大である.

4) 冬季に於いては夏季に於けるより甲状

脱髄知率に於いて僕に大であるが,陽性率に

於いては差を認め難い.

5) 放射能tl温泉の存在する町村に於いて特

に甲状膜撞暢性率が大であるとゆうが如き事

葺は認められなかった.

6) 各町村の代表的飲料水 1箇所づつの検

禿では,カルシウム,マグネシウム,弗素含

有量は,殆んどすべてがjE常備範囲内にあっ

た.

(終に臨み,終始御懇篤な御指導並に御校閲 を

頂いたJ皆川nT大鳥教授 に変心 より感謝 の意 を表 し,

又,多大の協力 を頂い た同僚小野田超,芦揮境南

氏 にT深謝す る,

(本論文y)要旨に,昭和 25年 1(J月 iZi2日,節 lr,Ln]

日本 内科草食Ll個 四緒地方骨 に於 いて鞘表 した.

1)S.Ko‖er:Graphjsche Tafeln zllr】∋eurteilung statistischerZahlen, ]910,Theodor

Steinkopff. 2) 芦躍 唆 : 温泉分析法の研究 (第 1報),日本温泉科挙曾講演 ,昭 二5･ 3) 第 1報文

献の 1)参照. r) 同上 2)参照. rrj) 同r卜:I,)多相. 6) 同上 5)参罪だ. 7) 同上E3)参照･ 8) 同

上 7)参照. 9) 同上 8)参照. 10) 同上 9)参照. 11)村上基千代,高橋玉江 :嬰童の単純性

甲状腺腰について,臨床内科小鬼科 ,t･P,巻,:ミ雛,昭 25･
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A STUDY ON THE INCIDENCE OF STRUMA IN THE
CENTRAL DISTRICT OF TOTTORI PREFECTURE,

JAPAN.

1ST REPORT.

INCIDENCE OF STRUMA AMONG THE GROWN-UP
PEOPLE.

By

SAKUE ONDA.

In order to study the influence of the radio-llcti ve hot springs upon the

thyroid gland, the author investigated the thyroid glands of the grown-up people,

living in the central district of ToHori Prefecture, where several radio-active hot

springs (Misasa, i:3ekigane and Hamamura) issue.

The palpability of the thyroid gland was 20.4 per cent in average.

The influence of the radio-active hot springs upon the thyroid gland was not

recognized.

2ND REPORT.

INCIDENCE OF STRUMA AMONG THE SCHOOL BOYS
AND GIRLS.

For the same purpose as the previous report, the author investiglloted the

thyroid glands of the school boys and girls (aged from 6 to 15) in the central

district of Tottori Prefecture.

The palpability of the thyl'oid gland was 80.6 per cent in average.

Concerning the incidence of struma, no marked difference was proved be

tween the inhabitants of the neighbouring regions of the radio-active thermals and

of other district.


